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【短報】東京都多摩川水系におけるオナガミズスマ
シ類の記録

オナガミズスマシ類は流水性のミズスマシで，
河川環境の悪化にともない，全国的にも生息域が
狭められている．

その代表的な種がツマキレオナガミズスマシで，
環境省（2007）のレッドリストに準絶滅危惧種と
して掲載されているほか，6 県（栃木，神奈川，広島，
福岡，熊本，宮崎）のレッドデータブックに記載
されている．オナガミズスマシとコオナガミズス
マシの 2 種は，環境省のレッドリストには記載は
ないが，前者は 5 県（宮城，山形，埼玉，岡山，
熊本）の，後者は 1 府 11 県（山形，埼玉，千葉，
神奈川，富山，愛知，福井，京都，愛媛，福岡，
熊本，鹿児島）のレッドデータブックに掲載され
ている（NPO 法人 野生生物調査協会・NPO 法人 
EnVision 環境保全事務所，2007）．

東京都においては，ツマキレオナガミズスマ
シ，オナガミズスマシ，コオナガミズスマシおよ
び後述するテラニシオナガミズスマシの記録があ
る（Takizawa, 1931; 神谷，1933）．記録地名として
“Tamagawa” または「東京（郊外）玉川」があげ

られているが，現在の多摩川のどのあたりかは不
明である．また，コオナガミズスマシに関しては，
シャープの原記載（Sharp, 1884）によって “Tokio（東
京都）” からすでに記録されている．ただし，い
ずれの記録も古く，東京都における現況を知る材
料としては，守屋（1997）による多摩川水系の秋
川上流部におけるオナガミズスマシの記録しかな
かった．

筆者らは，東京都における水生昆虫類を調査す
る過程で，以下のようにオナガミズスマシ類の生
息を確認しているので報告する．

1. ツマキレオナガミズスマシ　Orectochilus agilis 

Sharp, 1884 （図 1）
1♂, あきる野市二宮睦橋付近 , 29. V. 2010, 雛倉採

集・保管；5♂♂, 5♀♀, 同地 , 2. X. 2010. 松原，雛倉，
亀澤採集・保管．

2. コオナガミズスマシ　Orectochilus punctipennis 
Sharp, 1884 （図 2）

1♀, あきる野市二宮睦橋付近 , 8. IX. 2007, 松原採
集・保管；2♂♂, 同地 , 29. V. 2010, 雛倉採集・保管；
1♂, 1♀, 同地 , 2. X. 2010, 亀澤採集・保管 .

3. オ ナ ガ ミ ズ ス マ シ　Orectochilus regimbarti 

Sharp, 1884 （図 3）
3♂♂, あきる野市二宮睦橋付近 , 8. IX. 2007, 松原

採集・保管；3♂♂, 同地 , 29. V. 2010, 雛倉採集・保管；
5♂♂, 4♀♀, あきる野市上養沢 , 4. X. 2009, 松原採集・
保管；1♂, 1♀, 檜原村人里 , 21. IX. 2008, 松原採集・
保管．

現在の東京都の多摩川水系からは，以上のよう
に，3 種の生息が確認された．

このうち，オナガミズスマシは山地渓流に比較

図1–3．オナガミズスマシ類．1，ツマキレオナガミズスマ
シ；2，コオナガミズスマシ；3，オナガミズスマシ．

図4．オナガミズスマシ類がみられた河川環境（奥が多摩川
本川）．
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的普通の種で，守屋（1997）の既記録に加えて，
データは示されていないものの中根（1987）が「東
京氷川」産の標本を元に作図しているほか，今回，
秋川上流部の別の支川からも確認されており，多
摩川中流域から山地にかけて広い範囲で生息する
可能性がある．

しかし，ツマキレオナガミズスマシおよびコオ
ナガミズスマシは，河川中流域が主たる生息場所
なので，生活廃水の流入，護岸整備等，人為的な
影響を被りやすい種と考えられ，現在の多摩川で
もこれらの種が生き残っていたのは特筆に値する
ことであると同時に，今後の生息状況についても
注視していく必要があると考えられる．

なお，前述したように，多摩川から得られた複
数標本をもとに，神谷（1933）はテラニシオナガ
ミズスマシ Orectochilus teranishii を記載している．
ツマキレオナガミズスマシに近似の種で，上翅端
会合部の形状，雄交尾器の形態などによって区別
される．今回，この種と同定できる個体は確認さ
れなかった．テラニシオナガミズスマシの基準標
本は，佐藤（1977）によると，戦災により焼失の
憂き目にあっているとのことで標本の再確認はで
きない状態にあるが，筆者らはテラニシオナガミ
ズスマシがツマキレオナガミズスマシのシノニム
である可能性も排除できないと考えている．
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【短報】岡山県におけるオオヒメゲンゴロウの記録
オ オ ヒ メ ゲ ン ゴ ロ ウ Rhantus erraticus Sharp，

1884（図 1）は，主に湿地や放棄水田など水深の浅
い水域を好んで生息しているゲンゴロウ科の水生
甲虫である（森・北山，2002）．本種は，岡山県内
からは県北の池 1 カ所からのみ確認されていたが

（山地，1990），近年はその池でも確認されていな
いようで，「岡山県版レッドデータブック 2009 動
物編」では準絶滅危惧にランクされている（岡山
県生活環境部自然環境課編，2010）．筆者は，岡山
県内における本種の新産地を確認したので，現地
の状況と共に報告する．

1♂, 1♀，岡山県真庭市蒜山吉田，3．VI．2011，
筆者採集，津黒いきものふれあいの里・倉敷市立
自然史博物館保管．

1 幼虫，岡山県真庭市蒜山吉田，5．VI．2011，
筆者撮影（図 2）．

本種は，水田跡のゆるやかな流れのある湿地か
ら得られた．1 時間半程度の掬い採り調査で，採集
した個体の他に 20 個体程度の成虫が確認された．
また，同湿地では幼虫も確認され（図 2），1 齢幼
虫から 3 齢幼虫まで全てのステージの幼虫が確認
されたことから，この湿地が恒常的な本種の生息
地となっていることがうかがえる．筆者が行って
いる近辺での調査では他の生息地は見つかってお

図1．今回確認されたオオヒメゲンゴロウ．

図2．生息地で確認されたオオヒメゲンゴロウの幼虫．


